
図 1 農業活動に関わる物質フロー・モデル
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1.はじめに 

わが国の農業は、石油など輸入資源への高依存に伴い、大量の物質流入・過剰な負荷流

出や廃棄物排出・蓄積による環境問題を国内の各地で発生させている。このような問題の

解決策の一つと位置づけられる循環型農業を推進するために地域における資源の発生源、

還元先および量の的確な把握手法や利活用システム計画手法の開発が急務となっている。 

2.対象地および目的 

本研究では、畜産耕種複合型農業経営が盛んな宮崎県 T 町を対象とし、GIS を利用し農

業活動の分布を考慮した地域農業に関わる窒素フローの空間把握手法の開発を目的とする。

3.活動分布を考慮した地域窒素フロー把握 

(1) 窒素フロー推定条件の設定 
はじめに、現地調査・統計データ・既存資

料収集・整備に基づき、農業活動を作物生産

（稲・野菜・タバコ・飼料栽培）、家畜生産(用

牛・養鶏・養豚、家畜ふん尿処理)に分け、そ

れぞれに関する物質フロー・モデル(図 1)を

作成した。次に、現地収集資料・既存資料の

窒素含量や窒素フロー量等を参考に、投入

材・生産材および各フロー項目について窒素

換算条件を検討・確定し、作物・畜種等のフ

ロー項目別の単位当り量(面積・頭)算定式(条

件)を設定した。 

 (2)農業活動の空間分布の把握 

 農業活動分布は、家畜生産(家畜飼養・ふん尿処理)をそれぞれの畜舎、作物生産(作物栽

培)を田・畑における活動とし、それぞれ分布図を作成したのち、各集落内の田畑分布およ

び畜舎に対して各集落の農業活動の内容・規模(畜種別飼養頭数、作物別栽培面積等)を配

分することで推定した。田・畑分布は、1／10000 土地利用図を基図とし GIS データとした。

畜舎分布は、現地調査より把握した畜舎の住所より位置座標を得て、さらにそれぞれ畜種

別飼養頭数を連携させ、家畜生産の空間分布データを作成した(畜舎ポイント)(図 2)。各

農家の耕作は原則として所属する集落内耕地において展開されるという前提で、集落単位

の作物栽培の内容・規模を、集落カード・ヒアリング調査結果に基づき、田・畑それぞれ
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の領域について代表作物別作付面積・耕作放棄面

積等を推計することで確定した。作物栽培の内

容・規模の妥当性は、GIS で得た集落内耕作地面

積と確定した集落別の田・畑それぞれの耕地面積

が近似するか否かで判断した。2～3 集落を除いて

両者に大きな違いは認められず、町全体では両者

がほぼ一致したので、本研究では集落別の田畑分

布データに作付面積割合・耕作放棄面積割合等を

配分することで、作物生産の空間分布データを作

成した(農地ポリゴン)。2～3 集落で両者が一致し

なかったのは、複数農家が隣接集落の耕地で作付

けを行っていることが原因と考えられた。なお、

これら集落の耕地は集落境界付近に集中する傾向

があった。 

(3)活動分布を反映した窒素フロー 

このように、(2)で整備した畜舎ポイント・農地

ポリゴンごとの農業活動の内容・規模の分布デー

タに、(1)で整備した項目別単位当り窒素フローの

算定式を連携させることで、それぞれの窒素収支

を算出した。集落別の窒素バランスは、この算出

結果を集落ごとに集約し把握できた(図 3)。  

4. おわりに 

地域農業のバイオマス資源利用の現状診断・対

策の評価・計画のため、農業活動の窒素フロー空

間把握・分析する手法・手順を検討し、事例地域

を選定して集落別の農業活動の窒素フロー空間把

握を試みた。その結果、窒素フローを空間的に把

握することが可能となった。ただし、一部の集落

において農家の活動が集落を超える範囲で展開さ

れる場合があることが示唆された。これは、最小

単位の農業活動データ源と位置づけられる集落カ

ードの情報が、範囲を特定できない活動データに

なりえる場合があることを示している。循環型農

業を推進する際には、できるだけ正確な作付面積

と作付分布の把握が必要と考えられるので、農業

活動分布を考慮したフローの検討においては、ここで示したアプローチが適用できる条件

を明らかにするとともに、適用できない場合のアプローチについて、今後さらに検討が必

要と考えられる。 

  

 

図 3 集落別窒素収支(kg/ha・yr) 
Nitrogen Balance between Output and 

Requirement by Village 
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図 2 農地・畜舎分布図 
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